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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜患者様連絡事項＞

・二川目　健治様～本日10：00退院となっています。
・野月　利章様～本日午後退院予定となっています。
・宮澤　涼太様～本日母様来院され、主治医面談実施しています。母様の意向としては本人の他の兄弟との折り合いも悪い為、退院後の自宅受け入れは出来ないと話されています。施設への入所、就労支援施設利用を強く希望されています。今後はそれらを視野に入れ、検討していく事としています。
・晴山　長司様～週の半ばから一時体温上昇が認められています。主治医不在の為、

　　　　　　　　田名部Drへ情報提供し、カロナール（200）3T　3×nde本日昼より

　　　　　　　　2日分処方となっています。

・次週11/3（火）の田名部Ｄｒ診察はありません。以下６名の次週分の臨時薬の処方を

頂いています。

下苧坪　康一郎様、金田　光希様、福島　昭彦様、小笠原　守様、宮澤　涼太様、
泉川　ケイ子様
＜要注目患者様ケース検討＞

・野田　敏治様～棟内の徘徊、独語、嗜好品の要求頻回にあり、落ち着きの無さは継続しています。昨日は上記症状に加え、放尿・尿失禁見られています。また、盗食行為や他者を威嚇する様に自身の頬を叩く行動見られており、介入にも疎通取れず、常時見守り要している状態です。引き続き、所在確認の徹底と他者トラブルに注意し、精神症状の観察を行っていきましょう。
・泉川　ケイ子様～服薬に対し恐怖心があると訴え聞かれていますが、再三の促しにて時間を置き服用出来ています。本日父様の面会後より、帰宅要求やスタッフが虐める等の被害的発言あり、一時的に易怒性・興奮見られています。引き続き、精神症状の観察を行い、衝動行為や危険行為に至らないよう介入して行きましょう。

＜転入＞

長谷川　陽一様（４２）

主病名：統合失調症　　入院形態：医療保護入院　　主治医：安ヶ平Ｄｒ

担当スタッフ：西山Ｎｓ／三浦Ｎｓ　　病室：Ｂユニット２９号室　　
食事：常食　　洗濯：病棟

経過：入院後、被害妄想による暴力行為や他者への過干渉、攻撃的言動あり、都度、服薬調整を行っていた。平成２７年８月１２日診察時、日中の眠気呂律不良を訴え減薬。以後、自己中心的、粗暴的な言動が出現。妄想によるトラブルや迷惑行為があり、介入を行うも自身の行動を自制出来ずにいる。担当医へ報告し服薬調整、抗精神病薬筋注にて対応。以後も症状の軽減なく易刺激性による暴力行為、器物破損行為に至る可能性が高い状態が続いていた。平成２７年９月７日療養環境変更目的にて東病棟Ａユニットへ移動。移動後、手帳の更新が気になり、不穏・被害的な発言聞かれ、詰所に居座ったり、壁やドアを叩く等の迷惑行為あり。介入妄想活発で、暴言聞かれスタッフへ詰め寄る事あり。窪田Drへ状態報告し、不穏・妄想・迷惑行為により周囲との関係を著しく損なう恐れがある為、12:15終日隔離開始、ジプレキサ(10)+注射用水2.1ml筋注指示あり実施。入室後は妄想様の訴えをまとまりなく話す事や飲水要求頻回にあり、その都度介入するが了解の悪さ見られていた。また、処遇についての不満を訴え、壁・ドアを蹴る行為があり、スタッフへの暴言聞かれていた。徐々に口調の荒さや不穏さは軽減し、担当医診察にて平成２７年９月２５日より開放観察開始。開始後は他者の私物を自室へ持っていこうとする事や独語はあるが、妄想に左右された発言、興奮する事はなく経過。夜間の睡眠もとれている。平成２７年９月２８日状態報告し、川端Ｄｒ診察にて症状改善した為、10:40終日隔離解除となる。その後は、私物に関する訴えはあるが、スタッフ対応穏やか。独語はあるが妄想に左右された行動はなく経過。平成２７年１０月３１日10:30、療養環境変更目的で西病棟へ転入となる。
